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は
し
が
き
に
代
え
て―

テ
ク
ス
ト
の
様
式
論
と
レ
ト
リ
ッ
ク
分
析―

（
1
） 

『
上
海
』
の
初
出
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①「
風
呂
と
銀
行
」（『
改
造
』
昭
3
・
11
）、
②「
足
と
正
義
」（
同
、
昭
4
・
3
）、
③

「
掃
溜
の
疑
問
」（
同
、
昭
4
・
6
）、
④
「
持
病
と
弾
丸
」（
同
、
昭
4
・
9
）、
⑤「
海
港
章
」（
同
、
昭
4
・
12
）、
⑤「
婦
人

―

海
港
章―

」（
同
、
昭
6
・
1
）、
⑥「
春
婦―

海
港
章―

」（
同
、
昭
6
・
11
）、
⑦「
午
前
」（『
文
学
ク
オ
ー
タ
リ

ー
』
2
、
昭
7
・
6
）。

（
2
） 
小
森
陽
一「
文
字
・
身
体
・
象
徴
交
換―

流
動
体
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト『
上
海
』―

」（
『
構
造
と
し
て
の
語
り
』
一
九
八
八
・

 
四
・
新
曜
社
）、
5
1
0
・
5
2
0
ペ
ー
ジ
。

（
3
） 

絓
秀
実
「
も
う
一
つ
の
『
自
意
識
』―

横
光
利
一
に
お
け
る
書
く
こ
と―

」（『
杼
』
2
、
一
九
八
三
・
一
二
）。

（
4
） 

神
谷
忠
孝
『
横
光
利
一
論
』（
一
九
七
八
・
一
〇
、
双
文
社
出
版
）、
31
ペ
ー
ジ
。

（
5
） 

ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
『
ポ
リ
ロ
ー
グ
』（
足
立
和
浩
ほ
か
訳
、
一
九
八
六
・
五
、
白
水
社
）
参
照
。

（
6
） 

都
市
の
観
点
か
ら
の
論
と
し
て
は
、
前
田
愛
「SH

A
N

G
H

A
I　

1925

」（『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』、
一
九
八
二
・
一
二
、

 

筑
摩
書
房
）
参
照
。

（
7
） 

政
治
の
観
点
か
ら
の
論
と
し
て
は
、
平
岡
敏
夫
「『
上
海
』―

政
治
小
説
の
系
譜―

」（『
国
文
学  

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九

 

八
三
・
一
〇
）
参
照
。

（
8
） 

植
民
地
の
観
点
か
ら
の
論
と
し
て
は
、
金
井
景
子
「
租
界
人
の
文
学―

横
光
利
一
『
上
海
』
論―

」（
紅
野
敏
郎
編
『
新
感

 

覚
派
の
文
学
世
界
』、
一
九
八
二
・
一
一
、
名
著
刊
行
会
）
参
照
。

（
9
） 

恋
愛
と
思
想
の
観
点
か
ら
の
論
と
し
て
は
、
二
瓶
浩
明
「
横
光
利
一
『
上
海
』
そ
の
意
図
と
達
成―

〈
論
理
〉
か
ら
〈
倫
理
〉

 

へ―

」（『
山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要
』、
一
九
八
四
・
三
）
参
照
。

（
10
） 

ペ
ー
タ
ー
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
『
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
理
論
』（
浅
井
健
二
郎
訳
、
一
九
八
七
・
七
、
あ
り
な
書
房
）、
80
、
1
0
2
ペ
ー
ジ
。

（
11
） 

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
』（
川
村
二
郎
・
三
城
満
禧
訳
、
一
九
七
五
・
四
、
法
政
大
学
出
版
局
）。

（
12
） 

テ
オ
ド
ー
ル
・
W
・
ア
ド
ル
ノ
『
美
の
理
論
』（
大
久
保
健
治
訳
、
一
九
八
五
・
一
、
河
出
書
房
新
社
）、
2
6
3
ペ
ー
ジ
。

（
13
） 

同
書
、
2
6
4
ペ
ー
ジ
。

（
14
） 

ロ
マ
ー
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
「
言
語
学
と
詩
学
」（
川
本
茂
雄
監
修
、『
一
般
言
語
学
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
・
三
）。
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（
15
） 

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
「
遊
び
と
空
想
の
理
論
」（『
精
神
の
生
態
学
』
上
、
佐
伯
泰
樹
・
佐
藤
良
明
・
高
橋
和
久
訳
、
一

九
八
二
・
一
一
、
思
索
社
）。

（
16
） 

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
作
品
か
ら
テ
ク
ス
ト
へ
」「
作
者
の
死
」（『
物
語
の
構
造
分
析
』、
花
輪
光
訳
、
一
九
七
九
・
一
一
、
み
す
ず
書
房
）
参
照
。

（
17
） 

ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
「
叙
事
詩
と
長
篇
小
説
」（『
叙
事
詩
と
小
説
』、
川
端
香
男
里
訳
、『
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
著
作
集
』

７
、
一
九
八
二
・
二
、
新
時
代
社
）
参
照
。

（
18
） 

竹
内
敏
雄
「
芸
術
の
様
式
」（『
美
学
総
論
』、
一
九
七
九
・
五
、
弘
文
堂
）、
7
1
6
ペ
ー
ジ
。

（
19
） 
岡
崎
義
恵
「
様
式
論
」（『
史
的
文
芸
学
の
樹
立
』、
一
九
七
四
・
六
、
宝
文
館
出
版
）、
3
6
0
ペ
ー
ジ
。

（
20
） 
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
作
者
の
死
」（
前
掲
『
物
語
の
構
造
分
析
』）、
85
〜
86
ペ
ー
ジ
。

（
21
） 

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
「『
新
時
代
』
の
意
味
」（
葛
西
弘
隆
訳
、
特
集
「
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル　

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス

 

タ
デ
ィ
ー
ズ
の
フ
ロ
ン
ト
」、『
現
代
思
想
』
一
九
九
八
・
三
臨
時
増
刊
）。

（
22
） 

浅
沼
圭
司
『
象
徴
と
記
号―

芸
術
の
近
代
と
現
代―

』（
一
九
八
二
・
四
、
勁
草
書
房
）。

（
23
） 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
イ
ー
ザ
ー
『
行
為
と
し
て
の
読
書―

美
的
作
用
の
理
論―

』（
轡
田
収
訳
、
一
九
八
二
・
三
、
岩
波
現

代
選
書
）。
同
書
に
よ
れ
ば
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
同
時
代
の
現
実
社
会
や
過
去
の
文
芸
作
品
か
ら
の
引
用
の
蓄
積
で
あ
り
、
テ
ク

ス
ト
と
読
者
と
の
作
用
の
媒
介
と
な
る
基
盤
を
提
供
す
る
。

（
24
） 

H
・
R
・
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
、
F
・
J
・
ヴ
ァ
レ
ラ
『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス―

生
命
シ
ス
テ
ム
と
は
な
に
か―

』（
河
本
英
夫
訳
、

一
九
九
一
・
一
〇
、
国
文
社
）、
及
び
河
本
英
夫
『
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス　
第
三
世
代
シ
ス
テ
ム
』（
一
九
九
五
・
七
、
青
土
社
）。

（
25
） 

修
辞
批
評
（rhetorical criticism
）
と
い
う
名
称
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
定
の
学
派
（
イ
ェ
ー
ル
学
派
な
ど
）
を
指

す
場
合
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
名
称
を
避
け
、
レ
ト
リ
ッ
ク
分
析
と
呼
ぶ
。

（
26
） 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』（
藤
沢
令
夫
訳
、
一
九
七
二
・
八
、『
世
界
の
名
著　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
』、
中
央
公
論
社
）、
及
び

 

『
弁
論
術
』（
戸
塚
七
郎
訳
、
一
九
九
二
・
三
、
岩
波
文
庫
）。

（
27
） 

速
水
博
司
『
近
代
日
本
修
辞
学
史―

西
洋
修
辞
学
の
導
入
か
ら
挫
折
ま
で―

』（
一
九
八
八
・
九
、
有
朋
堂
）
参
照
。

（
28
） 

佐
藤
信
夫
「
レ
ト
リ
ッ
ク
、
修
辞
、
こ
と
ば
の
あ
や
」（『
レ
ト
リ
ッ
ク
感
覚
』、
一
九
七
八
・
九
、
講
談
社
）、
39
ペ
ー
ジ
。

（
29
） 

ミ
カ
エ
ル
・
リ
フ
ァ
テ
ー
ル
『
文
体
論
序
説
』（
福
井
芳
男
ほ
か
訳
、
一
九
七
八
・
四
、
朝
日
出
版
社
）。

（
30
） 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
イ
ー
ザ
ー
前
掲
書
、
51
ペ
ー
ジ
。
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（
31
） 

菅
野
盾
樹
『
メ
タ
フ
ァ
ー
の
記
号
論
』（
一
九
八
五
・
四
、
勁
草
書
房
）。

（
32
） 

佐
藤
信
夫
『
意
味
の
弾
性
』（
一
九
八
六
・
八
、
岩
波
書
店
）。

（
33
） 

ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
『
生
き
た
隠
喩
』（
久
米
博
訳
、
一
九
八
四
・
七
、
岩
波
現
代
選
書
）、
53
ペ
ー
ジ
な
ど
。
同
じ
事
柄
は
『
時

 

間
と
物
語
』
I
（
久
米
博
訳
、
一
九
八
七
・
一
一
、
新
曜
社
）
で
は
「
ミ
メ
ー
シ
ス
III
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
34
） 

ロ
マ
ー
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
「
言
語
の
二
つ
の
面
と
失
語
症
の
二
つ
の
タ
イ
プ
」（
前
掲
『
一
般
言
語
学
』）。

（
35
） 

リ
ク
ー
ル
『
生
き
た
隠
喩
』（
前
掲
）、
2
1
3
ペ
ー
ジ
。

（
36
） 
I
・
A
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
『
新
修
辞
学
原
論
』（
石
橋
幸
太
郎
訳
、
一
九
六
一
・
六
、
南
雲
堂
）。

	

I　
〈
も
の
〉
の
シ
ネ
ク
ド
キ
ー―

「
岩
手
山
」「
ぬ
す
び
と
」―

（
1
） 

グ
ル
ー
プ
μ
「
提
喩
」（『
一
般
修
辞
学
』、
佐
々
木
健
一
・
樋
口
桂
子
訳
、
一
九
八
一
・
一
二
、
大
修
館
書
店
）。

（
2
） 

佐
藤
信
夫
「
提
喩
」（
前
掲
『
レ
ト
リ
ッ
ク
感
覚
』）。

（
3
） 

大
塚
常
樹
「
宮
沢
賢
治
、
心
象
宇
宙
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」（『
宮
沢
賢
治　

心
象
の
宇
宙
論
』、
一
九
九
三
・
七
、
朝
文
社
）
は
、「
岩

手
山
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
触
れ
て
「『
し
ろ
く
澱
む
も
の
』
は
、
試
験
管
の
底
に
溜
ま
っ
た
『
硅
酸
の
澱
』
と
、『
岩
手
山
』
と

の
類
似
性
か
ら
く
る
、〈
隠
喩
〉
と
考
え
る
と
解
り
易
い
」
と
述
べ
る
。
理
論
的
に
は
、
提
喩
が
具
体
的
対
象
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
間

の
変
換
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
隠
喩
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
介
し
た
具
体
的
対
象
と
具
体
的
対
象
と
の
間
の
変
換
で
あ
る
。
大
塚
は

「
澱
む
も
の
」
と
「
岩
手
山
」
と
の
関
係
は
常
識
的
で
は
な
く
、「
比
喩
は
あ
る
程
度
共
通
の
認
識
コ
ー
ド
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

成
り
立
つ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
、〈
コ
ロ
イ
ド
宇
宙
観
〉
に
よ
っ
て
右
の
解
釈
を
提
起
す
る
。
し
か
し
、「
硅
酸
の
澱
」

と
「
岩
手
山
」
と
の
類
似
性
も
、
そ
れ
ほ
ど
常
識
的
な
も
の
と
は
言
え
ま
い
。
日
常
化
し
た
比
喩
や
諺
と
は
異
な
り
、
挑
戦
的

な
文
芸
テ
ク
ス
ト
の
場
合
に
は
、
テ
ク
ス
ト
と
読
者
と
の
間
の
認
識
コ
ー
ド
の
共
有
そ
の
も
の
が
、
そ
も
そ
も
レ
ト
リ
ッ
ク
的

第
一
部  《
統
合
》
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
読
む―

修
辞
学
的
様
式
論
の
試
み―

第
一
編　

宮
澤
賢
治
と
《
統
合
》
の
レ
ト
リ
ッ
ク―

そ
の
透
明
と
障
害―


